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論文審査の要旨

マウスガード (MG) はコンタクトスポーツ中の頭頚部外傷を防止する目的で

使用される。近年、この効果に加え、スホ。}ツパフォーマンスに対する影響と

して、動体視力の向上が報告された。しかしながら、 MG 装着により動体視力の

低下する例も存在し、その多くが MG装著中に不快感を訴えていた。この不快感 J

がスポーツパフォーマンスを低下させると考えられ、本研究では瞳孔プラッシ

ュ応答 (PFR) により自律神経活動を測定し、 MG装着による不快感を検証した。

測定の結果、 MG装着時に不快感が強い被験者では、交感神経活動と副交感神

経活動が同時lζ允進することが明らかとなった。また、 MG 装着直後に不快感が

現れ、遅れて交感神経活動の変調がみられた。これらの結果から、 MG 装者時の

不快感は交感神経活動と副交感神経活動の拾抗性を崩じ、スポーツパフォーτ

ンスを低下させる原因に成り得ると考えられた。

本研究は、 MG装着による不快感が自律神経活動に変調を起こすことを明らか

にしたものであり、スホ。}ツパフオ}マンスに対する MG装著の効果の解明¥及

び、装着目安の不快感を PFR により評価することで、不快感の少ない MGの作製に

つながる有意義な研究と評価され、学位に値すると思われる占
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論支とともにスポーツ歯科医学お

よび口腔顎顔眉外傷医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。
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